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『プログラムスタッフ奉仕者ガイド（リーダー）』 

 

プログラムスタッフを引き受けてくださった皆様へ 

 

主の御名を心からあがめて賛美いたします。 

 松原湖バイブルキャンプの働きのために、尊いお祈りをもって共に奉仕に参加してくだ

さることを心から感謝いたします。特に 2020 年から続くコロナ禍によって感染防止対策

に取り組みが求められているなかで、キャンプのプログラムスタッフという重責を引き受

けてくださり、本当にありがとうございます。多くの時間と賜物をこの働きのために費やし

ていただくことになりますが、その働きの故に、主の豊かな祝福があることをキャンプ委員

会、スタッフ一同、信じて祈り求めております。 

 既に知っている内容もあるかと思いますが、改めて松原湖バイブルキャンプの基本コン

セプトについてご説明します。これからの準備のために用いていただければ幸いです。 

なお、体制としては、プログラムの最終責任はプログラム ディレクター（PD）が負い、

そのもとでプログラムスタッフ（そのうち一人がリーダー）が実際のキャンプの計画・立案・

実行を進めていってください。 

２０２２年６月 

松原湖バイブルキャンプ 

ディレクター 廣田信之 

 

はじめに 

この奉仕者ガイドは、松原湖バイブルキャンプ主催のプログラムキャンプにおいて、その

プログラム作成と企画及び進行の奉仕にあたるプログラムスタッフ（以下プロスタ）の助け

となるよう作成しました。 

 プログラムスタッフはこの奉仕者ガイドをよく読んで奉仕にあたっていただくようお願

いします。なお、プロスタはカウンセラーと共にキャンプを進めていきますので、共通の思

いを持つため、『カウンセラー奉仕者ガイド』にも必ず目を通しておいて下さい。 

 

はじめに、キャンプの理念と目的を確認しましょう。 

Ⅰ．キャンプの理念 

松原湖バイブルキャンプ存立の使命は、神が造られ支配される自然環境の中で、みことば

の養いとキリストをかしらとした共同生活を通し、人々の救いと育成に努め、献身者を生み

出すことにより、世界に広がる教会に仕え、神の栄光を現すことである。 

 

 

Ⅱ．キャンプの目的 

松原湖バイブルキャンプ（以下ＭＢＣ）は理念に基づき、以下の目的を果たすために活動

する。 
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１ 福音による救霊 

ＭＢＣは、みことばの説教を中心とし、証し、実物教育および野外活動を通して、人々

がイエス・キリストを知り、救い主として受け入れ、従うために活動する。 

２ 霊的成長 

  ＭＢＣは、神の御業である豊かな自然環境の中で、人々が、礼拝、賛美、みことばの学

びと実践、デボーション、祈り、聖霊に満たされた生活、宣教と証しにおいて成長するた

めにある。 

３ 奉仕者の育成 

ＭＢＣは、各種の奉仕およびその学びと訓練の機会を提供することにより、教会および

キャンプにおいて用いられるキリスト者の育成に努める。 

４ 宣教への献身者を生み出す 

ＭＢＣは、宣教へのチャレンジを通して、日本と世界の宣教に献身する者を生み出す。 

５ キリストにある交わり 

ＭＢＣは、クリスチャン・リーダーのもとでの心身ともに安全な共同生活を提供し、人々

がキリストを中心とした生活と交わりの喜びを体験するためにある。 

６ 教会に仕える 

ＭＢＣは、宣教と教会形成に役立つ活動および環境と施設の提供をもって諸教会に仕える。 

７ 神の栄光を現す 

ＭＢＣの全ての活動および豊かな自然環境と施設は、神の栄光を現すためにある。 

 

 

Ⅲ．主催キャンプの組織 
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Ⅳ．主題聖句とテーマについて 

松原湖バイブルキャンプは、年ごとに年間主題（テーマ）とテーマ聖句を定め、そのテー

マに沿ったキャンプを行っています。テーマとテーマ聖句は、メッセージの中で語られるだ

けでなく、プログラム全体においも意識されることを願っています。ぜひ、テーマ聖句を前

後の文脈も含めて、じっくりと味わっていただき、そのテーマを体験できるようなキャンプ

を準備できるように祈り求めてください。祈りの中で、キャンプにおいて目指すべき目標と

プログラムの方向性が具体的な輪郭をもって立ち上がってくることを願っています。 

今年のテーマとテーマ聖句が選ばれた理由は、別紙を参照してください。 

 

 

Ⅴ．キャンプの基本方針 

松原湖バイブルキャンプでは、プログラムキャンプを準備するにあたり、次の四つの点を

基本方針として据えています。ベースキャンプ、アウトキャンプのいずれを問わず、以下の

事柄を念頭に置いて備えていただければと願っています。 

１．御言葉に向けて一人ひとりの心が開かれるように 

第一に、すべてのプログラムはそれ自体が目的ではなく、キャンパーと奉仕者の一人ひと

りが御言葉のメッセージに心を開く備えであることを意識してください。また、その年のテ

ーマを覚えて過ごし、御言葉が心に残るような工夫を心がけていくと、創造的に福音を伝え

ることの楽しさ、喜びを味わえると思います。そうすればプログラムに一貫性ができ、シン

プルになり、それぞれの役割分担や働きの方向性が明らかになると思います。アトラクショ

ンやゲームもそれ自体が楽しいものですが、それを行うことでキャンパーの心がどこへ向

き、何が残るのかを意識し、御言葉の時間と自由時間、休息の時も十分に確保してください。 

２．柔軟に 

 第二のことは「柔軟に」ということです。私たちは最善の備えを持ってキャンプに臨み

ますが、突発的な事態や計画外、予想外の事柄が起こる可能性は絶えずあるものです。けれ

ども、むしろそのような時にこそ、思いがけないキャンプの祝福がもたらされることがある

のは、皆さんがよくご承知の通りです。ですから、不測の事態が生じた時には、信仰をもっ

て柔軟に対応することを心掛けてください。キャンプ場のスタッフはリーダーの指示を最

大限に尊重し、そのリーダーシップを支援するように備えています。まず祈り、PDと課題

を共有し、主の導きを信頼して、恐れず大胆に行動してください。思わぬ変化を恐れずに、

確信を持って柔軟にキャンプを導いていただきたいと思います。 

３．全体を見て 

 第三は「全体を見て」ということです。キャンプの働きは「全体」と「部分」が有機的

に働くことで成り立ちます。他の奉仕分野に十分目と心を配ってキャンプを導いていただ

きたいと思います。ともすると私たちは自分に委ねられた「部分」のみにとらわれてしまい

がちです。しかしリーダーは、むしろ全体を見渡し、必要な洞察と判断を下すように自らを

整えていただきたいと思います。例えば、主日礼拝は必ず、その他の集会もできるだけワー

カーが参加できるように工夫しましょう。全体を大きく見渡して「部分」の存在とその働き

を大切する心遣いが、部分を担う働き人たちにとって実に力強い励ましになるものです。 
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４．自由に 

第四のことは「自由に」ということです。キャンプの基本形はありますが、そのほとんど

の部分はキャンプリーダーの裁量に委ねられています。キャンプ委員会は各キャンプにプ

ログラムディレクター（P.D.）を立て、その責任の下でリーダーたちに進行をお委ねしてい

ます。ですから、委ねられている範囲で自由にキャンプを作り上げていっていただきたいと

思います。時には大胆な直感に導かれた発想でもよいでしょう。周到な準備とともに失敗を

恐れないチャレンジングなプログラムを進めていただければと願っています。 

以上、ここでは松原湖バイブルキャンプのプログラムを準備する上での基本方針を記し

ました。 

具体的に準備する項目や、作業内容については以下「Ⅵ．進め方」をご覧ください。 

上記の基本コンセプトを確認することによって、キャンプの準備において方向がぶれる

ことなく、以下の進め方ガイドで紹介している項目に取り組み、それぞれのキャンプの準備

を進めていただければと願っています。 

 

Ⅵ．進め方  

キャンプの準備 

１．講師への連絡 

① 連絡手段の確認（メール、電話、LINE、メッセンジャーなど） 

② 依頼内容の確認（メッセージ回数、長さ、朝のデボーション「こころのごは

ん」の原稿依頼） 

 

２．プロスタ同士のミーティング（近年はオンラインミーティングが主流） 

① 理念と目的の共有 

② その年のテーマ聖句の理解を深める 

どうしてこのテーマか。このテーマは何を目指しているのか。 

このテーマを通してキャンパーがどうなることを主は望んでいるか、など。 

③ 役割の分担 

リーダー（確認）、会計、プログラム作成、キャンパー台帳作成 

その他プログラムにおける各担当ふりわけ、しおりや名札などの作成 

④ プログラムの大まかな内容 

目玉としてのプログラム（オリエンテーリングなど） 

⑤ キャンプ当日までのスケジュール確認 

原則的にプロスタは、キャンプ開始日の前日までにキャンプ場到着をお願い

します。 

 

３．カウンセラー奉仕の呼びかけ 

① 年齢的に大学生以上とし、高校生は不可です。上限の年齢制限はありません。 

② 声かけは、カウンセラーの奉仕を期待して祈りつつ進めていただきますが、

決定は全体のバランスからキャンプ場がします（奉仕申込終了後）。そのた

め、他の部門になる可能性もお伝えすることを忘れないようにお願いします。 
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③ 身体障碍などの弱さがあっても、サポートがあれば可能なら積極的に依頼す

る。かえって霊的な意味で、大きく用いられることがあります。 

 

４．注意すべき点 

① BBQ（中高以上；小学は焼きそば）や棒パンなどの実施においては、キッチ

ン常任スタッフ（神村牧人兄）と直接連絡を取って早めに相談してください。 

② 教材費（しおり、名札、その他プログラムで用いる工作などの材料費・雑費

等）は、キャンパー全員が享受するものとし、予算は１００円＊人数です。 

③ オプションプログラム（全員が参加しないもの）などで、手作り作品の材料

費として５０円～１００円をキャンパーから徴収することは可能です。 

④ スケジュールノートの提出期限は、キャンプ初日の２週間前です。 

⑤ 奉仕者は原則的にキャンプが始まる前日までにキャンプ入りしてください。 

※コロナ禍の対応については、キャンプ委員の PD にご確認ください。 

 

プログラムスタッフ JOB リスト 

●のついた資料は「MBC テンプレート」にフォーマットがあります 

 

１．キャンプ前の準備 

キャンプの年間聖句、テーマ、理念などを共有し、具体的な準備を進めていきましょう。 

 

 全体プログラム ①大枠を作り ②詳細を詰め ③調整をして ④決定する 

 

 各プログラム内容 目的を明確化し、内容を詰め、企画書に起こす。 

 （企画書●） 弁当・BBQ など食事に関することについては、早めにキャンプ側

と確認して計画する。ハイキングはコース下見をする。 

 スケジュールノート● これをもとに各部門の奉仕者が動く詳細な資料。 

 

 しおり 小キャンは B5。ゴスペルタイムでメモするページも設ける。 

 

 講師との報・連・相 （報告・相談・相談）講師への最初の挨拶は丁寧に。 

メッセージの時間・回数を伝え、招きその他の依頼をする。 

 デボーションテキスト 毎朝行うデボーションのテキストを作成する。小学キャンプの場

合、年齢が低いキャンパーにも配慮した内容とする。 

※ 講師と確認：ゴスペルタイムと関連づけるかどうか？ 

※ テキスト作成自体を講師に依頼する場合もあり。その

場合は早い段階で話をし、期限を設けて依頼する。 

 

 キャンパー名簿表● ①キャンプから参加申込者台帳を取り寄せて、②各キャビンに

キャンパーを振り分ける。③その際、備考欄や信仰状況、参加回

数などによく注意し、適切なカウンセラーを配置する。 
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 賛美の選曲・楽譜印刷 講師の希望も聞いておく（メッセージ後の応答賛美など）。 

 

 練習 賛美の練習、振り付けの練習、集会進行のリハーサルなど。 

 

 カウンセラーの確保 積極的に奉仕者確保に努める。日ごろ関わりのある人からの誘い

かけはアピール度が高い。ぜひよい人材を。 

※奉仕申込書をキャンプに送付→受理で正式に登録となる。 

 

 

２．キャンプに入ってからスタートまで 

 

 印刷・製本（しおりなど）※印刷機が確保できるなら、キャンプ入り前に済ませるほうがよい。 

キャンプ場の印刷機でしおりやキャンパー表等を印刷、製本。 

しおり部数：キャンパー、付添い、カウンセラー、プロスタ、 

講師、PD、保存用、予備 15 

 

 カウンセラーキット● スケジュールノート、しおり、キャンパー表、ハガキ、 

 ３点セット封筒（①祈祷課題 ②フォロアップ報告書 ③説明） 

その他…を封筒に入れ、カウンセラー名＆キャビン名を記して渡す。 

 

 キャンパー情報の更新   キャンセルや増員、キャビンの変更、キャンパー表の情報に 

誤りがあった場合など、各奉仕部門と情報を共有する。 

 

 食事のテーブルに立てる札  

各キャビン名を書いた札と、プロスタ、講師、PD の名前の 

札を準備する。 

 

 キャビンの表札●    カウンセラー、キャンパー名を書いて各キャビン玄関に貼る。 

 

 ふろ時間表・キャビンの去り方● 各キャビン室内の見やすいところに設置。 

 

 座席表  （小キャン）ゴスペルタイムでキャビンごとに座る位置を書いて、         

チャペル入口などに貼っておく。 

 

 カウンセラーミーティング 祈り、自己紹介、伝達事項、PD アナウンス（祈・F の件）etc. 

 

 受付   しおりを手渡し、一人一人を歓迎する。 
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３．キャンプ終了後 

 

 紙媒体資料ファイリング   しおり、スケジュールノート、アンケート、写真などの保存。 

 

 データの集積      資料をデータの形でキャンプとして一元的に保存し、今後の 

引き継ぎなどのために活用する。データは PD に送る。 

 

 ミーティングの議事録作成 担当者がキャンプ中のミーティングで記録をとっておく。 

 

 報告書の提出  総括した報告書をリーダーから PD に提出する。 

（次のキャンプ委員会の前週まで） 

 

「MBCテンプレート」内容一覧 

 リーダー用準備スケジュールモデル 

 リーダー用 JOBリスト（この資料） 

 企画書 

 スケジュールノート 

 キャンパー名簿表 

 フォロアップはがき（見本） 

 カウンセラーキット 

 キャビンの表札 

 キャビンの去り方 
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